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２０２０年春闘を
職場・地域から闘うアピール

２０１９年春闘において、政府はアベノミクスの

破綻と安倍・自公政権自らの政策による日本経済の

深刻な行き詰まりを覆い隠すため、賃上げ要請を経
営側（経団連）に行い６年連続となる官製春闘を主

導しようと目論んだ。労働時間の規制を取り払い、

労働法制を根底から覆す「働き方改革」による労働

法制の改悪、格差と貧困の拡大が益々進むもと労働
者・国民の矛盾が激化する中での闘いであった。

国労は、基本給に12,000円の引き上げを基本とす
る要求を中心に統一重点要求を掲げ、職場要求の実

現とともに全国統一行動等を展開してきた。闘いの結果として、ＪＲ東日本が平均賃金改善額1,0

50円（対前年278円減）、ＪＲ東海が1,300円（対前年同額）、ＪＲ西日本が1,000円（対前年200

円減）、ＪＲ九州が300円（対前年同額）、ＪＲ貨物が200円（対前年100円減）、ＪＲ北海道とＪ
Ｒ四国については、１８年連続ベアゼロ等の結果となっている。バス会社（西日本300円）（中国

600円）、ロジスティクス、メンテックなどについても低額回答となっている。第１８９回拡大中

央委員会での闘争方針の確立を受け、西日本本部として具体的な要求と配置について、全てのＪ

Ｒ労働者におけるベアの実施、非正規労働者の正社員化・無期契約化、再雇用者・契約社員の労
働条件改善、会社間・労働者間の賃金格差是正に向けて意思統一し、各機関及び組合員と真剣な

討議・議論を行い、団結の強化を図り、職場・分会から様々な意見を受けて「いつでも、だれで

も、どこでも」ストライキを闘える構えと態勢の確立を求めてきた。

２０２０年春闘において、①現場長申し入れ等を通じて職場要求実現、組織拡大・総対話行動

を行い、要求での多数派形成を図り職場から春闘構築をめざす。②地域で闘う仲間と連帯し、安

倍政治を許さず、憲法改悪阻止をはじめとする平和と民主主義、国民の生活と権利を守るため、
地域春闘の再構築をめざす。③国鉄「分割・民営化」における「構造矛盾」の抜本的解決と地方

交通線を守る闘い、安全輸送の確立に向けた闘いを強化する。④闘いを通して組織の強化・拡大

を勝ち取っていくことを意思統一してきた。

国労が実施した組合員アンケートでは、生活程度について「毎月赤字がある」との回答は62.9

％、平均赤字額は41,153円、平均要求額は38,205円となっている。春闘は、労働者・国民の生活

向上をめざし、笑顔で安心して暮らせる賃金と社会に実現に向け闘うことが求められている。国
労は、安全・安心の職場と鉄道輸送を確立するために職場で奮闘している組合員・社員の労苦に

報いるよう ＪＲ西日本会社の１兆円を超える内部留保を取り崩し、賃金に還元することとＪＲ

貨物をはじめ関連会社・グループ会社における低額回答の打破、会社間・労働者間の格差是正と

大幅賃上げをはじめとする諸要求獲得に向け全国統一行動等の展開と全職場からストライキ態勢
を確立し、２０２０年春闘の構築をめざし職場・地域から闘い抜く意思統一と決意を固め合い全

力で闘い抜こう！

２０１９年１２月２６日 国鉄労働組合西日本本部第５回執行委員会

第４０回拡大西日本本部委員会

日 時 2020年2月8日(土) 10時30分～

場 所 国労大阪会館大会議室

議 題 ①協約・協定の締結承認について
②当面する闘争方針について

（国労会館労働講座を９時より行います）

変えよう
安全を守る
職場風土に



国
労
は
、
２
０
１
９
年
「
賃
金
・

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
し
、
西
日
本
エ
リ
ア
分
を
集

約
し
た
。

回
答
者
は
、
７
２
６
名(

西
日
本

６
３
８
名
・
貨
物
65
名
・
バ
ス
16

名
・
関
連
会
社
７
名)

で
平
均
年
齢

は
、
56
・
９
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
赤
字
は
、
４
２
６
名(

58
・

８
％
）
で
、
補
て
ん
は
、
預
・
貯

金
、
期
末
手
当
を
取
り
崩
し
、
外

食
・
衣
類
購
入
・
趣
味
・
耐
久
消

費
財
等
を
節
約
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
夏
季
手
当
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
生
活
費
の
補
て
ん
、
預
・
貯

金
、
借
金
返
済
と
苦
し
い
家
計
状

況
が
見
え
て
き
ま
す
。

住
宅
関
連
の
返
済
で
は
、
２
７

４
名
が
一
年
間
平
均
で
１
２
６
万

４
千
円
返
済
し
て
い
ま
す
。

借
金
の
利
用
は
、
①
住
宅
②
耐

久
財
③
生
活
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

貯
蓄
の
目
的
は
、
①
老
後
②
病

気
等
③
家
計
と
続
い
て
い
る
。

生
活
改
善
で
は
、
①
年
金
②
税

金
・
社
会
保
障
③
労
働
条
件
と
続

い
て
い
る
。
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満
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２
・
２
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や
や
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３
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③
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な
い

33
・
５
％
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３
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７
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９
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６
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４
％
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６
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６
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８
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０
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と
な
り
、
春
闘
要
求
額
の
平
均

は
、
３
３
，
９
８
８
円
と
な
り
ま

し
た
。

要
求
額
の
根
拠
は
、
①
生
活
向

上
資
金
②
病
気
・
老
後
の
備
え
③

赤
字
の
補
て
ん
、
と
続
い
て
い
る
。

（
西
日
本
会
社
）

①
来
春
闘
に
関
し
て
は
、
賃
上
げ

要
求
と
併
せ
て
、
国
民
的
課
題

も
要
求
に
掲
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
を

含
む
取
り
組
み
を
組
織
し
実
行

し
て
ほ
し
い
。

②
保
存
休
暇
を
自
由
に
取
得
消
化

し
て
も
ら
い
た
い
。

③
社
宅
料
金
の
改
善(

特
に
60
歳
で

６
倍
は
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
と
同

じ
ぐ
ら
い
の
金
額
に
な
る)

④
膨
大
化
し
た
超
勤
時
間
の
解
決

の
た
め
所
要
員
問
題
の
見
直
し

と
タ
ダ
働
き
を
無
く
し
健
康
で

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
る

こ
と
。

⑤
超
勤
を
自
分
で
申
告
す
る
職
場

で
あ
る
た
め
、
賃
上
げ
要
求
が

出
て
こ
な
い
、
好
き
な
時
に
残

業
す
る
、
さ
せ
る
方
も
お
か
し

い
。

⑥
シ
ニ
ア
賃
金
と
年
金
の
関
係
で
、

今
は
シ
ニ
ア
で
の
収
入
が
多
け

れ
ば
年
金
が
減
額
さ
れ
る
が
、

切
り
離
し
て
考
え
て
、
年
金
は

シ
ニ
ア
の
収
入
に
関
係
な
く
支

給
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑦
病
欠(

病
気
休
職)

復
帰
後
、
年

休
が
減
る
。
通
院
が
必
要
で
あ

り
、
大
変
苦
労
し
た
。
年
休
は

正
規
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

⑧
評
価
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

整
理
し
改
善
を
求
め
て
ほ
し
い
。

⑨
所
得
税
、
市
町
村
民
税
、
厚
生

年
金
保
険
料
、
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
雇
用
保
険
料
、

合
計
で
７
６
，
５
１
０
円
。
基

本
給
は
55
歳
で
減
額
に
な
っ
た

が
、
税
金
と
保
険
料
等
は
全
く

減
ら
な
い
。
減
る
ど
こ
ろ
か
年
々

増
え
て
い
る
。
老
後
の
生
活
に

不
安
を
感
じ
る
！

⑩
60
才
の
契
約
社
員
に
な
る
と
住

宅
手
当
が
１
万
５
０
０
０
円
と

な
り
、
５
０
０
０
円
と
少
な
く

な
る
が
、
手
当
を
も
っ
と
ア
ッ

プ
で
き
な
い
か

⑪
寒
冷
地
手
当
の
復
活
ま
た
は
エ

リ
ア
手
当
の
増
額

（
貨
物
会
社
）

①
育
児
・
介
護
に
お
け
る
休
職
時

に
お
け
る
減
給
は
復
帰
・
回
復

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

病
気
休
職
と
は
分
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
55
歳
減
給
も
年
金
65

歳
支
給
に
な
っ
た
の
で
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。

②
嘱
託
出
向
と
嘱
託
と
で
は
年
間

休
日
が
22
日
違
う
。
い
く
ら
出

向
手
当
１
７
，
５
０
０
円
貰
っ

て
も
そ
の
差
は
大
き
い
。
嘱
託

出
向
の
労
働
条
件
の
改
善
を
。

③
賃
金
が
増
え
ず
期
末
手
当
も
少

な
く
税
金
は
高
い
。
物
を
買
う

余
裕
が
無
く
生
活
す
る
だ
け
で

精
一
杯
。
家
族
旅
行
も
し
て
み

た
い
が
、
お
金
が
な
い
！

（
バ
ス
会
社
）

①
超
勤
を
し
な
け
れ
ば
生
活
が
成

り
立
た
な
い
。
休
日
を
当
り
前

に
休
み
、
生
活
出
来
る
体
制
を

構
築
い
し
も
ら
い
た
い
。
賃
金
・

職
場
に
民
主
主
義
を!

②
病
気
休
職
時
の
借
金
が
苦
し
い

で
す
。
賃
金
が
低
す
ぎ
の
で
何

と
か
し
た
い
で
す
。
55
才
以
上

の
給
与
削
減
を
無
い
た
い
で
す
。

バ
ス
会
社
は
、
再
雇
用
制
度
も

確
立
し
て
い
な
い
。
出
向
社
員

は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
扱
い
で
再
雇

用
が
本
筋
だ
と
思
い
ま
す
が
そ

う
な
っ
て
い
な
い
の
で
改
善
を

望
み
ま
す
。

③
定
年
退
職
後
、
パ
ー
ト
で
勤
務

し
て
い
る
が
、
パ
ー
ト
は
正
社

員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、

手
当
が
ま
っ
た
く
つ
か
な
い
。

手
当
を
支
給
す
る
よ
う
に
要
求

し
て
ほ
し
い
。

賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

で
明
ら
か
に
な
っ
た
実
態
か
ら
、

大
幅
な
賃
上
げ
の
要
求
・
実
現
を

め
ざ
し
、
２
０
２
０
年
春
闘
を
全

組
合
員
が
団
結
し
て
闘
い
、
要
求

を
勝
ち
取
る
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
。
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20
春
闘
を
全
組
合
員
団
結
し
て
、

要
求
を
勝
ち
取
る
た
め
に
奮
闘
し
よ
う

賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
西
日
本
）

生
活
程
度
に
つ
い
て

主
な
意
見
・
要
望

春闘生要求額の平均は、３３，９８８円

生活程度については、やや不満足・不満足で49％

春
闘
要
求
額


